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教育長 それでは、傍聴についてご報告いたします。 

  本日の教育委員会会議に、５名の方から傍聴したい旨の申し出があります。松戸市教育委

員会傍聴人規則に基づき、これをお認めいたしますのでご了承願います。 

  なお、これ以降傍聴の申し出がある場合には、事務局への受け付けをもって許可にかえる

こといたします。 

  それでは、傍聴人を入場させてください。 

（傍聴人入室） 

 ─────────────────────────────────────────────────  

 

◎開 会 

教育長 ただいまから平成28年３月定例教育委員会会議を開催いたします。 

 ─────────────────────────────────────────────────  

 

◎会議録署名委員の指名 

教育長 開会に当たり、本日の会議録署名人を山田委員にお願いします。 

山田委員 はい。 

教育長 ありがとうございます。 

 ─────────────────────────────────────────────────  

 

◎議案の提出 

教育長 それでは、日程に従い議事を進めます。 

  本日の議題は、継続審議１件、議案６件となっております。 

  では、ここからの議事進行を山田教育長職務代理者にお願いします。 

 ─────────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第４２号（継続審査） 

教育長職務代理者 それでは、よろしくお願いいたします。 

  きょう午前中、市立高校の卒業式に行ってまいりまして、大変厳粛なセレモニーでござい

ました。最後には退場のときに先生方にクラスのみんなから声がかかって、女子生徒が泣き

出すような場面もあり、本当に緊張感あるすばらしいセレモニーでございました。 
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  それでは、日程に従い議事を進めさせていただきます。 

  まず、２月定例教育委員会会議で継続審議となりました、議案第42号「教育職員の勤務時

間及び休暇等に関する規則及び松戸市立高等学校管理規則の一部を改正する規則の制定につ

いて」を議題といたします。 

  ご説明お願いします。 

  学務課長、お願いします。 

学務課長 学務課でございます。よろしくお願いいたします。 

  ２月の定例会議におきまして継続審議としていただきました、「教育職員の勤務時間及び

休暇等に関する規則及び松戸市立高等学校管理規則の一部を改正する規則の制定について」

ご説明をしたいと思います。 

  ２月の会議でご指摘をいただきましたように、松戸市立高等学校管理規則の改正条項と松

戸市立松戸高等学校第１学年入学者選抜要綱の志願資格条項、ここに義務教育学校という言

葉を加えるんですけれども、これにつきましては整合性が図られるべきものでございます。 

  市立松戸高等学校の入学者選抜要綱につきましては、千葉県教育委員会が定めます県立高

校入学者選抜要綱に基づいて定めております。したがいまして、平成29年度の入学者選抜要

綱につきましては、次年度６月ごろに県教委から要綱が示されて動き出す予定でございます。

これに合わせた時期に改めてこの件につきましては提案をさせていただきたいと思います。 

  一方、教育職員の勤務時間及び休暇等に関しましては、４月１日から変更の必要が生じる

ものであるために、本定例会議においてご審議をいただく必要がございます。したがいまし

て、２月の継続審議とさせていただきました議案第42号は取り下げさせていただきまして、

改めて勤務時間規則についての提案をしたいと思いますので、ご審議のほど、よろしくお願

いいたします。 

  以上です。 

教育長職務代理者 ただいま、議案第42号につきましては、担当課より取り下げたいという旨

の説明がありました。 

  次の議案とまた関連いたしますが、大丈夫でしょうか。 

（「はい」の声あり） 

教育長職務代理者 ご理解いただいていれば、特にご異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

教育長職務代理者 ご異議がないものと認め、議案第42号については、取り下げることを了承
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いたしました。 

 ─────────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第５０号 

教育長職務代理者 続きまして、議案第50号「教育職員の勤務時間及び休暇等に関する規則の

一部を改正する規則の制定について」を議題といたします。 

  では、ご説明を学務課長、お願いします。 

学務課長 よろしくお願いいたします。 

  議案第50号、学校教育法の一部を改正する法律の施行期日を定める政令に基づきまして、

学校教育法の一部が平成28年４月１日より改正施行され、第１章の総則第１条で規定する学

校種に義務教育学校が加筆されますことに伴って制定します本市の「教育職員の勤務時間及

び休暇等に関する規則の一部を改正する規則の制定について」ご説明いたします。 

  添付資料の９ページ、教育職員の勤務時間及び休暇等に関する規則の新旧対照表をごらん

ください。 

  同規則では、第４条の10第２項（２）におきまして、学校教育法第１条の規定に基づいて

必要な事項を定めておりましたので、同法の改正に照らしまして、第４条の10第２項（２）

の条文、その中の「小学校」の次に「又は義務教育学就学」等の義務教育を加え、また、別

表９、第20項の条文の中の、またこれも「小学校」の後に「若しくは義務教育学校就学の」

と変更するものでございます。 

  以上、上位法の一部改正に伴う、本市規則の一部改正についての説明とさせていただきま

す。 

  ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

教育長職務代理者 議案第50号につきましては、ただいまの説明のとおりでございます。 

  これより、質疑及び討論に入ります。 

  いかがでしょうか。 

  前回、大体説明もあり、問題点について持ち越した結果、必要最低限といいますか、松戸

市に義務教育学校があるなしでなくて、そういった状況になったら文言上整理する必要があ

るという趣旨だろうというふうに、前回の議論も記憶しているところであります。 

  松田委員、お願いします。 

松田委員 同じようなことですけれども、１つだけ説明をお願いいたします。 
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  この趣旨はよくわかりますけれども、特別支援学校が入らないのはなぜなのかということ

をご説明いただければと思います。 

教育長職務代理者 学務課長よろしいですか。 

学務課長 小学校等というふうに自分は拡大解釈しておった中で、小学校に含まれているのか

なと思っていましたけれども、ご指摘いただいたとおり、特別支援学校という文言も入る必

要があるのかなと確認をさせていただきたいと思います。もう一度調べさせていただければ

ありがたいなと思います。 

教育長職務代理者 松田委員。 

松田委員 質問の趣旨を申し上げたいと思います。 

  この場合、職員の中には、お子様が特別支援学校に入学する職員もいらっしゃると思いま

すので、それが該当するのかしないのかという問題があります。私も調べてみましたが、特

別支援学校も就学義務を果たすというようなことで、小学校と義務教育学校と特別支援学校

という３つが就学義務を果たす学校になっていました。ところが、市町村教委が学校を指定

するに当たっては、小学校、それから義務教育学校と、こういう２つの学校種になっていま

して、特別支援学校はそこにのっていないわけです。ですので、なくてもいいのかもしれま

せんけれども、どのように解釈するのか、統一した見解を持っていなければいけないだろう

と、こういうことで質問をさせていただきました。 

教育長職務代理者 学校の種類というのは学校教育法の中の先頭の条文にある、その中に特別

支援学校というのは小学校とは別立てであり、今、おっしゃった小学校、義務教育学校とも

う１つ特別支援学校もその就学ということの対象に入っているので、文言の次元を整理する

なら、その学校教育法の変更に伴うのであれば、それはもとより、それでは入っていなかっ

たのが少し言葉が足りなかったのかなというところも含めて、確認をということでしょうか

ね。 

松田委員 はい。 

教育長職務代理者 どうしましょうか、学務課長。 

  学務課長、お願いします。 

学務課長 たびたびで申しわけないんですけれども、もう一度確認をさせていただいて、文言

を整理させていただけるとありがたいなと思います。 

教育長職務代理者 これ、きょうのうちに一定の方向が必要でしょうか。 

学校教育部長 急ぎですね。 
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学務課長 であれば、ほかの今、ものを一部手元にある資料で確認しましたところ、特別支援

学校が入っているものがございましたので、加えさせていただけるとありがたいなと思いま

す。 

教育長職務代理者 松田委員。 

松田委員 学校教育法の38条のところが私は気になっているんですけれども、市町村教育委員

会は就学させるに必要な小学校を設置しなければならない、ただし、義務教育学校の設置を

もってこれにかえることができるですとか、あるいは、市町村が就学すべき就学校として、

小学校と義務教育学校があるという規定があります。これをどう解釈するのか、就学義務を

果たすのは３校種なんですけれども、市町村教委が就学すべき就学校というのは２校と示さ

れている、この辺のことを踏まえてご検討いただく必要があるかなと思っています。 

教育長職務代理者 学務課長、先ほど、追加をというお言葉ありましたが、正式の訂正としま

すか。それとも、きょう、これ、まだほかにもいろいろ議案ございますが、検討といいます

か、調整、調査等をその間にしていただいて、改めて議決をするということにいたしましょ

うか。その一、二時間のところでどうなるかというところはありますが。ちょっと、文言で

すので、正確を期したいと思いますので、余り性急に議決をとるのはいかがかなという感じ

しますけれども、いかがしましょう。 

  学校教育部長。 

学校教育部長 ちょっと確認させていただきますけれども、義務教育学校が入ってくるまでも

小学校だけだったわけです。それで、多分、特別支援学校も含まれた解釈でずっと運用して

きたと思うんですね。新たに特別支援学校が加わったわけじゃありませんので、なので、ち

ょっとそこのところは確認しないと、多分、これでいけるんだと思っているんだろうと思う

んだけれども、確認はさせていただきたいと思います。 

  今日はちょっと、もう一度、修正提案をさせていただかないと、４月１日間に合うんでし

ょうか。ちょっとほかのところに確認して。 

教育長職務代理者 余りこういうのを臨時に持ち越すのもいかがかなと思うので。 

教育長 今日中にきちんと結果を出すようにしましょう。似たような文言の使い方で、たしか、

特別支援も入れているのが先日あったような気がするので、その辺を確認して。 

学校教育部長 この松戸のお子さんに関することと保護者、教職員の子供に対することでしょ

う。なので、確認をさせていただいて。 

教育長職務代理者 企画課長が今、いらっしゃらないので、ちょっと議事進行についてご相談
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をします。 

  戻られまして、この間、何分かの間に結論が出ればですが、もしよろしければ、この質疑

及び討論の今、最中でございますので、ここで一旦この議案、中断させていただいて、適切

なところでまた上程をするというようなことで、一旦中断をするということで、学務課長、

お願いします。 

学務課長 これまでもご審議いただきました条文の改正の文言の改正の中で、松戸市学童災害

共済条例等の一部を改正する条例のものと、それから、松戸市職員の勤務時間、休日及び休

暇等に関する条例の一部改正につきましても、義務教育学校または特別支援学校の小学部と

いうような言葉もございますので、そこのところは同じように含めて考えてよろしいかと思

います。訂正をお願いしたいと思います。 

教育長職務代理者 訂正をするんですか。 

学務課長 はい。 

教育長職務代理者 訂正をする、そうすると文言を正確に言いましょう。 

学務課長 失礼しました。「小学校又は義務教育学校」のその後に、または特別支援学校の小

学部、それから下のほうも、「若しくは義務教育学校」その後に、または特別支援学校の小

学部、という言葉を加えさせていただきたいと思います。 

  以上でございます。 

教育長職務代理者 「または」とか「もしくは」の使い方がある程度、統一される、重ねて使

うのは余り条文のつくり方としてないと思います。 

  どうでしょうか。そこについては、教育長に細かい文言の調整は一任をさせていただくと

いうことで。 

松田委員 そのようにお願いします。 

教育長職務代理者 特別支援学校の小学部を入れるという、さっきまたは中学部とおっしゃっ

たのは。 

教育長 それは違う。 

教育長職務代理者 それは要らないんですね。それでは、改正案のほうの上段部分と、それか

ら下の囲みの中、いずれも特別支援学校の小学部というのをこの文言に追記するということ

でしょうか。これは大丈夫ですか。考え方によっては、この小学校または義務教育学校の就

学の始期に達するという言い方ですから、学校の種別を明確にその子がどの学校に入るかと

いうことよりも、その始期に達するという意味では、そういう読み方もできてしまうんです。
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ですから、ただ、全体の統一性をとるという意味で、今、ほかのも入れているからこれも入

れるということだったんですが、それでいいですか。最終的にちょっと整合を、先ほどの例

にとられたやつと同じような言い方をこれ、されていますか。先ほどの例のとられたのも、

この始期に達するという言い方ですか。 

学務課長 そうです。 

教育長職務代理者 同じですか。 

学務課長 同じ…… 

教育長職務代理者 じゃ、そこで同じように言っている。 

  今の訂正のとおりということでございますね。ごめんなさい、順番はどちらが先なんでし

たっけ。小学校と。 

学務課長 小学校、義務教育学校または特別支援学校の小学部。 

教育長職務代理者 義務教育学校とあと、特別支援学校の小学部。 

  それでは、議案の訂正がございました。改正案のほう（２）当該請求に係る子が小学校、

義務教育学校または特別支援学校の小学部就学の始期に達した場合と、下のほうも同様に変

更するということでございます。 

  訂正を前提といたしまして、そのほか、質疑ございますでしょうか。 

  よろしいでしょうか。 

  ないようでございますので、これをもちまして質疑及び討論は終結といたします。 

  これより、議案第50号を採決いたします。 

  議案第50号につきましては、今ほどの訂正を踏まえまして、訂正案のとおり決定するとい

うことでご異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

教育長職務代理者 ご異議がないものと認め、議案第50号は訂正をいたしました訂正案どおり

決定をいたしました。 

 ─────────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第５１号 

教育長職務代理者 次に、議案第51号「松戸市立学校職員服務規程の一部を改正する訓令の制

定について」を議題といたします。 

  では、ご説明をお願いいたします。 



－８－ 

  学務課長、お願いします。 

学務課長 よろしくお願いいたします。 

  議案第51号「松戸市立学校職員服務規程の一部を改正する訓令の制定について」ご説明を

させていただきます。 

  資料10ページをごらんください。 

  本件につきましては、法律、県の条例、規則等が新たに制定されたり改正されたりしまし

たことにより、本市市立小学校に勤務する県費負担教職員の服務に関し必要な事項を定めた

松戸市立学校職員服務規程を改正する必要が生じたために、提案をさせていただくものでご

ざいます。 

  20ページ、21ページの新旧対照表をごらんください。 

  改正点は、大きく４点でございます。 

  １点目は、第７条の２第２項でございます。これは県の職員の勤務時間、休暇等に関する

規則が改正されたことに伴いまして、参照する条項が変更したところによる改正でございま

す。 

  ２点目は、新たに配偶者同行休業を第10条の８として加えるものでございます。配偶者同

行休業制度は、平成26年２月に地方公務員法の一部が改正され、外国で勤務等をする配偶者

と生活をともにすることを希望する有為な職員の継続的な勤務を促進するために創設された

ものでございます。千葉県においてもこの制度を導入するため、職員の配偶者同行休業に関

する条例が制定され、26年10月より施行されております。これを受けて、本規定に承認を受

けようとする場合の手続等について定めるものでございます。 

  ３点目は、第12条におきまして、本市の職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の

年と番号をただすものでございます。 

  ４点目は、消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律の施行によりまして、

千葉県教育委員会処務規程及び県立学校職員服務規程が改正されたことにあわせ、新たに消

防団員との兼業について規定を第16条の２として加えるものでございます。文中の第14号様

式の２は18ページに掲載してございます。 

  説明は以上でございます。 

  ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

教育長職務代理者 ご説明は以上でございます。 

  質疑及び討論に移ります。 
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  ご質問。 

  市場委員、お願いします。 

市場委員 幾つか基本的なことを教えてください。 

  休業というのは、休業している間の、例えば、お給料の話だとか、復帰した後の身分だと

か、そういうものがどういうふうになっているのか教えていただきたいということが１つと、

あとはこの復帰後５年以上継続して勤務する意思があることを確認するという、確認書をと

るということになっていますけれども、こういうのをとるというのは、ここに規則にあるか

らそういう規則をつくっているということだと思いますけれども、それはそういう規則をつ

くること自体がそもそも適切と考えられていることなのかどうかということをちょっと教え

てください。 

教育長職務代理者 学務課長、お願いします。 

学務課長 まず１点目の給与につきましては、これは無償でございます。身分だけ保証される

ということでございます。ですから、戻ってまいりましても、教員で行けば教員でまた戻る

ということです。 

  ５年以上の勤務を必要とするということに関しましては、これは申しわけございません、

県のほうのそのまま受けておりますので、この場で私が適切であるとか、適切でないとかと

いうような判断というか…… 

市場委員 それは、一般的には適切だと考えられているという解釈でいいわけですね。 

学務課長 恐らく、はい。 

市場委員 県は少なくともそう考えていると。 

学務課長 はい。 

教育長職務代理者 松田委員。 

松田委員 単なる確認です。ここで松戸市立学校職員とありますが、これは県費負担を対象と

しているということでよろしいでしょうか。 

教育長職務代理者 学務課長。 

学務課長 県費負担の教職員を対象にしております。 

  以上でございます。 

松田委員 ありがとうございます。 

教育長職務代理者 これは条文、実際、変わるのは、この10の８、配偶者同行休業と、消防団

員というのも今までなかったということですか。16条の２ですね。条文がふえたところにつ
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いては、新たな制度ということであると。 

  市場委員。 

市場委員 その消防団についても、つくったということの理由というか、あと、わざわざこの

消防団という記載をしているのは、消防団というのは、一応、出動費とかが出ることがある

役目なんだと思いますけれども、それゆえに、公務員である方が、別から、ほかのところか

ら給料をもらうということについて、わざわざこういうものをつくったという意味でよろし

いでしょうか。 

教育長職務代理者 学務課長。マイクの前で、はい、はいとおっしゃっていましたが。 

学務課長 そのとおりでございます。よろしくお願いいたします。 

教育長職務代理者 この16条の２についていうと、25年に法律ができたんですね。消防団を中

核とした地域防災力の充実強化と、それに呼応するものということだと。 

  いかがでしょうか。ほか、いかがですか。よろしければ。伊藤委員が、まだ何かありそう

に読んでいらっしゃるんで、よろしければ。 

伊藤委員 この配偶者同行休業という言葉自体はあまりなじみがなくて、私も初めて聞いたん

ですけれども、これはいつから認められたんですか。26条の６というのは、今まではなかっ

たものが新しくできたものですか。 

教育長職務代理者 学務課長。 

学務課長 今までなかったものが、平成26年10月より県のほうで条例制定されまして、施行さ

れた。 

伊藤委員 それ以前はどういう扱いだったんでしょうか。 

学務課長 それは、この制度はございませんでしたので…… 

教育長職務代理者 やめていくかどうかということですか。 

学務課長 やめていかれるか、はい。 

伊藤委員 もし、ご一緒に行かれる場合は、もう完全にやめてしまう。 

学務課長 そうですね、はい。 

伊藤委員 あるいはやめられなければ、もう別居状態。 

学務課長 そうです、そのまま残られて、そうですね。 

伊藤委員 平成26年までそうだったんですか。 

学務課長 はい、そうです。 

教育長職務代理者 海外赴任の経験の長い伊藤委員にしてみれば、なぜこれがなかったのかと



－１１－ 

いう。 

伊藤委員 海外には日本人学校なんかがずっとあったわけですからね。だから、今までこれが

なかったというのが、私も現場で非常にそういうことになっていたということを知らなかっ

たんで申しわけなかったんですけれども、非常に遅れていましたね。 

教育長職務代理者 向こうの学校の先生は、日本人学校の先生は。 

教育長 遅れていたり、矛盾していたりしてました。 

伊藤委員 やっと平成26年、本当に２年ほど前からということですか。 

教育長職務代理者 教育長、どうぞ。 

教育長 私も部下の２名が退職しなければならなかったということがありました。 

教育長職務代理者 そういった社会の要請というか、逆に言うと、公平感が、そのほうがある

というようなことに、時代がどんどん進んできたということだと、追いついたと。 

  よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

教育長職務代理者 ほか。 

  ないようでございますので、これをもちまして質疑及び討論は終結といたします。 

  これより議案第51号を採決いたします。 

  議案第51号につきましては、原案どおり決定することにご異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

教育長職務代理者 ご異議がないものと認め、議案第51号は原案どおり決定いたしました。 

 ─────────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第５２号 

教育長職務代理者 続きまして、議案第52号「松戸市立小学校及び中学校管理規則の一部を改

正する規則の制定について」を議題といたします。 

  ご説明お願いいたします。 

  学務課長。 

学務課長 よろしくお願いします。 

  続きまして、議案の第52号「松戸市立小学校及び中学校管理規則の一部を改正する規則の

制定について」ご説明させていただきます。 

  資料の22ページをごらんください。 
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  本件につきましては、法律、また県の条例規則等が新たに制定されたり改正されたりする

ことにより、本市市立小学校及び中学校の管理運営に関して必要な事項を定めた松戸市立小

学校及び中学校の管理規則を改正する必要が生じたために提案させていただくものでござい

ます。 

  26ページ、27ページの新旧対照表をごらんください。 

  改正点につきましては、大きく３点でございます。 

  １点目は、第４条、県費負担の事務職員等の職及び職務についてでございますが、まず県

の職員の職制の変更に伴い、主査を加えて、主任主事を削除いたしました。また、第２項に

学校事務の共同実施についての規定を追加いたしました。 

  ２点目は、第41条の第２項で、出勤簿への記載事項に、先ほどご審議をいただきました服

務規程、松戸市の松戸市立学校職員の服務規程で、自己啓発休業、それから、先ほどご承認

いただきました配偶者同行休業、これを加えるものでございます。 

  ３点目は、第49条で、表簿及び公文書の保存年限で、学校沿革誌及び卒業証書授与台帳の

保存期間をこれまでの永年から30年に変更するものでございます。これは、千葉県教育委員

会行政文書管理規則が一部改正され、行政文書の保存期間が最長で30年となったこと、また、

松戸市公文書管理規則におきましても、保存期間の最長が30年となっていることを踏まえて

のものでございます。なお、資料の24ページの組織編成報告書につきましては、規則の変更

に伴いまして、Ｈの欄から主任主事を削除して主査を加えて、Ｊの欄に自己啓発休業と配偶

者同行休業を加えるものとなっております。 

  以上でございます。 

  ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

教育長職務代理者 議案第52条につきましては、ご説明、このとおりでございます。 

  それでは、質疑及び討論に入ります。 

  ご質問。 

  松田委員、お願いします。 

松田委員 お願いします。 

  49条の表の永年から30年になるというようなものなんですが、そうしますと、卒業生台帳

のようなものが全くなくなってくるわけですか。 

教育長職務代理者 学務課長。 

学務課長 30年、例えば、校長は処分することができるということでございますので、必ずし
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も処分しなさいということではないと思いますが。 

  以上でございます。 

教育長職務代理者 松田委員。 

松田委員 少なくとも、現状においては、義務教育を終了したということが、社会に出る一つ

の条件になっている現状があると思うんですね。また、義務教育を出ていない方には、夜間

中学とかそういうもので整備を図っていこうと、こういった流れも感じられます。もし、中

学校の卒業生台帳が消えてしまうと、その辺をどう判断していいのかということになります

が、それについて何か方針のようなものがありましたらお聞かせいただきたい。 

教育長職務代理者 この改正の意図といいますか、上位というか、県等の整合を図るというこ

とはそうなんだけれども、実質的にちょっと不利益というか、不具合が生じるのではないか

というところに関してお考えがあれば。先ほど、することができるのであって、必ずしもそ

うするとは限らないというお話はありましたけれども。ちょっと違う次元のご質問かと思い

ますが、いかがでしょうか。 

  学校教育部長。 

学校教育部長 我々も議論したことがありますが、逆の言い方をすると、永年というのはどの

ぐらいなのかということも議論に出てきます。沿革誌等では、30年あれば叙勲などは対応で

きるだろうという話は出ました。もう１つ、卒業認定的な部分を確認する上で30年というの

はどうかという話が出ました。松戸や県で30年というのがどういう意図から出てきたのか、

もう少し確認してみる必要があると思います。とりあえず、その30年とする中で、考えてい

きたいと思いますが、どうでしょうか。 

教育長職務代理者 運用上の懸念を松田委員はおっしゃっているということですので、運用上、

記録ありませんということが非常にちょっと不合理な結果になりはしないかということで、

今は本当、ＩＴの時代で、逆にこういう資料はいろんな保存の仕方があると思うので、こう

いう文書の保存期間というものを議論すること自体、非常に少し奇異な感じもしないではあ

りませんが、今、30年についてはご意見ありました。 

  そのほか、いかがでしょうか。30年でも結構です。 

  市場委員。 

市場委員 ごめんなさい。そもそも保存義務は学校にあるんですか。 

学校教育部長 学校でございます。 

市場委員 教育委員会じゃなくて学校にあるんですね。 
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学校教育部長 はい。学校でございます。 

教育長職務代理者 伊藤委員。 

伊藤委員 そうすると、学校が閉校になったり合併したような場合は、残った学校のほうにそ

れが移るという、移って保存されるという。 

学校教育部長 はい。そういうケースもございますし、廃校の場合は教育委員会でやっている

というケースもございます。基本的には統合した先で預かることになります。 

教育長職務代理者 伊藤委員、どうぞ。 

伊藤委員 永年から30年に今回変えられるというのは、説明を聞き逃したかもしれませんけれ

ども、何か全体の方針があってそれに従うということなんですか、それとも松戸が独自にこ

れを今回こういうふうにしようということでしたんでしょうか。 

教育長職務代理者 学務課長、お願いします。 

学務課長 それにつきましては、先ほども申し上げましたように、特にこういう理由があって

という意図があるわけでは、これといったものはないんですけれども、千葉県の教育委員会

の行政文書管理規則の一部が改正され、永年が30年になったと 

伊藤委員 じゃ、県のほうの方針としても変わったわけですね。 

学務課長 はい。 

伊藤委員 そうすると、もし松戸が残すと何か問題、起こりますか。 

学務課長 それは、市によってはまだ永年というところもございますし、30年というところも

ございます。 

伊藤委員 別にそれを県が30年に変えたんだから、松戸市が30年に変えないことによって、何

か怒られるとか、叱責を受けると。 

学務課長 それはございません。ただ、先ほども申し上げましたけれども、松戸市の公文書の

管理規則も最長が保存年限30年となっておりますので、そのことも考えてのことでございま

す。 

伊藤委員 あともう１つ、こういうときには、やっぱり現場の声というか、こんなのいつまで

ももう持っていると大変だと、やっぱりこれ、永年ではなくて、30年とか、あるいは適当な

年限を切ってもらいたいという、そういう声はあるんですか。つまり、今回30年にすること

によって、もうみんな処分してしまうのかとか、そういうような現場の雰囲気はどうなんで

しょうか。 

教育長職務代理者 学務課長。 
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学務課長 その点につきましては、申しわけありません、アンケートというか、そういう意図

は、現在のところ、確認はしてございません。 

教育長職務代理者 学校教育部長。 

学校教育部長 私の知っているところでは、永年であっても、紙ベースで保管しています。そ

れで、紙を上等なものにしてくれという要望が出されたケースもございます。 

教育長職務代理者 紙の保管状態がもうもたないと。 

学校教育部長 はい。昭和30年の後半あたりで何回か紙の改正をして、大分変わってきたよう

です。今では特殊の紙を使っているようです。 

教育長職務代理者 もう既に百数十年たっている学校も松戸市内では。 

学校教育部長 小学校ではあります。 

教育長職務代理者 きょうの市立松戸高校は１万5,000名になんなんとすると言っていました

ね、卒業生が。39回目ですから、40年間の歴史で１万5,000名の卒業生と言っていました。 

  そういった現場の状況もある程度あると。 

学校教育部長 学籍であれば20年、それ以降の確認となると卒業生台帳だけになります。時々、

年配の方が、この学校にいたんだけれどもというケースがありますが、卒業証明書等を出す

ような機会は、あんまりないだろうという考えからあるのかなと思います。30年というのは。 

教育長職務代理者 子供にとってみると、例えば12歳の子供が30年たつと42歳で、まだまだ何

があるかというところもあるので、非常にほかの行政文書とのつり合いからいくと、少しち

ょっと違和感があるなというのがこの場の意見のようです。 

  30年に集中しておりますが、それ以外、よろしいですか。 

  私から質問ですけれども、共同実施というのは、これは何か学校間のあるいは学校をまた

ぐ事務のと理解していいですか。 

  学務課長、お願いします。 

学務課長 共同実施につきましては、複数の学校で事務の正確性というか、効率性というか、

共同実施組織をつくりまして、事務機能の強化と運営に関する支援というんでしょうか、そ

れを行い、学校教育の充実に資することを目的としているということで、現在、本市では中

学校区、２つの中学校区の中学校と小学校、ですから、１つのグループが大体、小中６校か

ら７校になるんでしょうか。それで、お互いに帳簿を点検したりですとか、あるいは事務の

ところで手伝いが必要なところで手伝いに、簡単に言えば行ってみるですとか、そういうこ

とをグループで行っているということでございます。 
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  以上でございます。 

教育長職務代理者 具体的に動いていることを、逆に言うと、追認的、追認したというような

ことに近いんでしょうか。 

  その指示は教育委員会が行うということになるということなのかと。 

  市場委員、お願いします。 

市場委員 主査という役職ができたということだと思いますけれども、事務長と主査というの

は、１つの学校では事務長もいるし、主査もいるという意味なのか、事務長または主査がい

るという意味なのか、あと、その自己啓発休業というものができたと、そういう枠ができた

という話なんですけれども、それは普通の休暇とはまた別に扱うという意味なんでしょうか。 

教育長職務代理者 ２点。学務課長よろしいでしょうか。お願いいたします。 

学務課長 まず、事務職は学校に基本１人でございますので、事務長という職制の者がいる学

校もありますし、主査という職制の事務職員がいる学校もありますし、主事がいる学校もご

ざいます。 

  それから、自己啓発休業につきましては、これも自分で研修をするために、簡単に言えば

休むことができるというような制度で。 

市場委員 それは、休暇とはまた違う扱いということですか。 

学務課長 はい、違います。これも無給でございます。 

教育長職務代理者 よろしいですか。 

市場委員 休暇と扱いとしてどう違うんですか。休暇に含めないということなんですか。 

学務課長 休暇といいますと、給料をいただきながらの休みという、こちらのほうは給料なし

で、無給で自分の研修のために休みをいただいて勉強してもいいですよというような、簡単

に言えば、そういう制度でございます。 

市場委員 すみません、ありがとうございました。 

教育長職務代理者 これの休業制度というのは、別の法律というか条例か何かで根拠があるわ

けですよね。自己啓発休業という。それの言葉をこちらにも反映したという理解でしょうか。 

教育企画課長 先ほどの配偶者同行休業と。 

教育長職務代理者 同じ系列にあると、次元にあると。はい、ありがとうございます。 

  武田委員。 

武田委員 今のこの自己啓発等の休業というのも、５年以上の継続の勤務の意思を示してとい

う確認書みたいなものをとられるんですか。 
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教育長職務代理者 学務課長。 

学務課長 それは特には。 

教育長職務代理者 ごめんなさい。質問をもう一度お願いできますか。武田委員。 

武田委員 聞きたかったのは、自己啓発等の休業といっても、ちょっと範囲が広過ぎて、どの

年月ぐらいまでが許されているのか結構疑問だと思うんですよ。この配偶者同行休業のとき

は５年以上の継続をする意思を確認書をとってというような形があったので、そういったも

のがあるのかなという疑問を聞いてみたかった。 

教育長職務代理者 学務課長、お願いします。 

学務課長 戻って５年という縛りはございません。その期間ですけれども、大学等における就

学のための休業は２年、特に必要な場合には３年まで認められると、それから国際貢献等で

休業したいという場合には、これも３年認められるというようなことが。 

武田委員 おおむね３年ということで決まっているというふうに捉えていいですか。 

学務課長 はい、そうです。 

教育長職務代理者 いかがでしょうか。 

  教育長、どうぞ。 

教育長 先ほどの永年と30年の件は、やはり運用については、もう少しこっちで議論を深めて、

また改めてというほうがいいと思います。小金小勤務時代は、あそこは百三十何年なのです

が、最初からきちっとあるんですよ。やっぱりそういうのは寺の過去帳じゃないですけれど

も、やはりあの地域のいろんな文化を知る意味では重要な資料になっています。そういう意

味から学校の文化というのはほかの一般行政とは違う部分はあるので、その辺はまた議論を

お願いします。 

教育長職務代理者 そうですね。 

  よく、テレビ番組で恐縮ですが、ファミリーヒストリーなんて夜中やっているやつ、過去

をずっとたどるということも後の世代の方がやるかもしれませんので、どういう偉人がそこ

から名を成す方がいらっしゃるかもわかりませんし、そういった意味での運用上のことは、

横並びでこの条文を整理するのとは少しちょっと違った次元での運用を留意していただきた

いというご意見、また教育長からはそうしたいというご意見がございました。 

  それを踏まえてということなんでしょうか。その30年については、ここで独自の扱いをす

るというわけにもいかないのかなということでご提案のとおりかというふうに思いますが、

伊藤委員、いいですかね。30年という文言はこのまま。 
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伊藤委員 にするけれども、実際の運用はもう少し長くというか、永年のつもりでちゃんとや

ってくれとか。 

  やっぱり30年と書いてしまう以上、もう30年でいいんだなということで、じゃ、順番に処

分していこうという雰囲気にはなりますよね。 

教育長 いや、現状はそうでもないです。なかなかやっぱりそれぞれ重要な文書ですので、松

田委員からもあったように、この２種類については、なかなか逆に処分しようと思っても処

分しづらいという。 

伊藤委員 だったら、なぜ30年にするんでしょうか。 

教育長 それはもうさっきあったように、上位法がこうなってきたからだけのことであって。 

武田委員 ちょっと腑に落ちないですね。 

教育長職務代理者 さっき学校教育部長からは、保存状態が紙が大変まずいということで、戦

前の文書なんかは、もう紙がもたないというようなこともあると思うんです。 

伊藤委員 あと、インクが消えちゃうというのもあるでしょうね。 

教育長職務代理者 インクも消えちゃうかもしれませんね。そういったことで、何とかしたい

ということで、紙を変えてきたということはある。分量として、もうこれは入り切らないと

かというほど大きなものでもないような気はするんですけれども、そういったことで30年と

いうのをここで承認する方向で、今のところですが、松田委員、どうですか。 

松田委員 難しい。今頭の中で考えていたんですけれども、大変な大きい問題ではないかと実

は思っています。できたら継続して協議をお願いできればと思います。本当に永年としたら

上位法に違反しますか。 

教育長職務代理者 学校教育部長。 

学校教育部長 県の文書規程、松戸市は松戸市の文書規程があります。要するに、これが文書

としての扱いを受けるかどうかという議論もあると思います。それに基づき、文書規程をつ

くっていかなければならないと考えます。ただ、一般的な文書では、県が30年、松戸市にお

いても30年というわけですので、それに合わせて考えております。今、ご指摘していただい

た部分については、もう少し審議をしたほうがよいのかなとは思いますので、よろしくお願

いします。 

市場委員 学校で保存されている長期保存されている文書というのは、基本的にこの２つだと

思っていいんですか。 

教育長職務代理者 何かここに「（略）」と出ているんで、ほかにもあるんでしょうね。 
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学校教育部長 ほかにもあります。 

市場委員 永年となっているのは…… 

学校教育部長 決められたものがございます。永年は２つだけです。沿革誌というのと卒業台

帳です。 

教育長職務代理者 一律の扱いをしてしまうことに非常に何となくちゅうちょを覚えていると

いうご意見があり、慎重に運用しようかという教育長のご意見もありました。 

  武田委員はいかがですか。 

武田委員 やはりちょっと不安が残りますね。なくなってしまうということよりも、何か対策

ってできるような気もしますよね。 

教育長職務代理者 松田委員、お願いします。 

松田委員 学校沿革誌にしても、卒業証書授与台帳にしても、全国に目を向けると、実はない

ところがあるんですね。さまざまな人権問題とか、出自の問題ですとか、そういったことが

差別につながってしまうというような危惧を抱いているところもあります。それが記録とし

て残っているということはずっと引きずってしまうという、そういう問題もあることはある

ので、恐らくこういう問題が出てきたのかなと思います。一方で、生き方・キャリアの原簿

になってくるものでもあるので、そう簡単に結論を出さなくてもいいのではないでしょうか。

延ばせるのであれば延ばして検討したほうがいいのではないかという気がいたします。 

教育長職務代理者 背景の一端を違った側面をご紹介いただきました。確かにそういう面もあ

るということですね。記録が残ることによる不利益、不利益というのか、希望に沿わないこ

ともあり得るという話が背景もなくはない。 

  武田委員。 

武田委員 先ほど、山田委員が、例えば12歳で出て、30年というと42歳といって、いわゆる就

学とか就職、そういう普通のタイミングで考えると、早いとか遅いとか時期尚早とか、いろ

んな考え方あると思いますが、大体、さかのぼって見るといったときに、よく美術史なんか

であるのは、後から発掘された作家を振り返ってその人の系譜を、過去をもう一度確認する

みたいなときって、100年単位とか普通にある話で、非常になるほどと、そこで腑に落ちる

ような史実につながる事って結構あるんですよね。そこでどういう方とご縁があったとかと

いうことが発見されたりとか。なので、何か、30年がデータの保管期間としてって長いとい

うところにまず単純な疑問がありますね。 

教育長職務代理者 これ、幾つかある中の、特に保管期間のところ以外について、ほぼ疑問点
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は解消されたというふうに考えられるというふうに思います。 

  この30年というところについては、決めてしまえばそうしてよいわけで、要は廃棄という

んですか、もう保管をしなくてよいことになるということに関して、運用上気をつけましょ

うでいいのか、ルールがそう変わればそうなるので、やはりそこはルールは変えるべきでな

いということなのかということだろうと思います。 

  学務課長、これは提案側とすると、このとおりというご提案ですね。ここだけを特別扱い

というふうに、松戸市のほかの保管に関するこういう規程と異なるというのは、担当課とす

ると。 

  何でしょうか。それとも何とかなるんでしょうか。皆さんの希望は、ここを一律しなくて

いいんじゃないかというご意見ありますが、そういう行政的なことが可能なのかどうかとい

うのも。 

  学務課長。 

学務課長 その今話題になっている２つのことだけ別に考えるということも可能だと思います

ので、卒業生台帳と沿革誌ですか。 

教育長職務代理者 伊藤委員、どうぞ。 

伊藤委員 やっぱり、今回県のほうでそういう整理をされたということで、それに合わせると

いうのは一つの考え方だと思いますけれども、あえて、やっぱりこれ慌ててやる必要は全然

ないと思います。したがってもう少し現場のご意見も聞いてみたり、実態をちょっと調べて

いただいて、要は全体としてはそんなに大きな問題がないというんであれば、特に台帳もそ

うですけれども、沿革誌なんていうのは、本当にこれ、やっぱり100年前のことでも知りた

いということは十分あるわけで、何らかの別の形で残されるんでしょうけれども、もともと

の原本というのはやっぱりそれを見たいという人も相当いると思いますので、もう少しちょ

っと調べていただいて、基本的には問題ないと、現場の声も踏まえて、やっぱりこのほうが、

30年に変えたほうがいいということであれば、またもう一度ご提案をいただくという形にし

てもいいんじゃないのかなとは思います。 

教育長職務代理者 この部分だけね。 

伊藤委員 はい。 

教育長職務代理者 今、担当課からも、そこは譲ってもというか、お話もありました。そうし

ますと、例えば、ちょっと整理をしますと、きょうの52号の議案の議案書表紙はいいんです

けれども、その後の規則をこう変えるというところの２の下の「49条の表中」というところ
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をここ以下。 

松田委員 もう１つ質問いいですか。 

教育長職務代理者 質問を。松田委員。 

松田委員 これは小中学校の管理規則ですので、校長に教育委員会が管理を委ねている部分と

いうことになってくるわけです。ですから、学校で保管するのは30年として、これを過ぎた

ら、博物館のような資料保管庫に移管するというようなことは可能なのかどうか教えてくだ

さい。 

教育長職務代理者 そういう場所があるかどうかというところでも結構ですが、お答えありま

すか。 

  学務課長。 

学務課長 保管場所、物理的に厳しいものはやっぱりあるだろうなとは思います。 

教育長職務代理者 学校以上に広いところはないと。 

学務課長 ええ。もう64校のそういうものを集めて保管しておくような場所は、現在のところ、

旧古ヶ崎南小学校ですとか、教室を使わせていただいていますけれども、それでももういっ

ぱいになっているような状況でございますので、なかなか厳しいものがあるかと思います。 

  以上でございます。 

教育長職務代理者 特に検索可能な状態で置いておくということに関しては、もう本当に図書

館的な機能が求められるし、ただ、公開情報ではないでしょうしなかなか難しいところも。

今、こういう折衷案がないかというご提案だったと思います。 

  企画課長、お願いします。 

教育企画課長 ただいまの議論をお伺いしておりまして、市長部局のほうといいますか、松戸

市全体はどうなっているかということをちょっと今、調べておったんですけれども、松戸市

の公文書管理規則というのがございます。その保存年限も一番長いのは30年です。これも私

の記憶ですけれども、かつては永年でしたけれども、もう10年以上前に永年というのが廃止

になって、30年保存になっています。 

  先ほど、教育長も、例えば小金小のときに、非常に100年以上たったような古い文書とい

ったほうがいいのか、文書というのがあって、非常に歴史的な価値があるかもしれないとい

う部分もあります。それで、これは松戸市の現状なんですけれども、まだ、こういう保存年

限を過ぎたような文書であるとか、あとはすごく歴史的に価値があるような文書をどうやっ

て保存していくかということが、まだちょっと確立していない部分があります。例えば、千
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葉県でしたら千葉県公文書館というのがあって、そういう恐らく保存年限を過ぎたもので歴

史的な価値のあるものに関して、例えば公文書館のほうに移管して保管をするというような

ことを取り扱いをしていると思うんですけれども、千葉県のような都道府県レベルの大きな

組織になるとそういうのがあるんだろうなと思うんですが、松戸市のような基礎自治体でそ

こまでやっているところがあるかどうかというのは、ちょっとほかの例ではわかりませんし、

そういう保存年限を過ぎて歴史的な価値のあるようなものであるとかのものを取り扱いをど

うするかというのは、公文書管理のあり方も含めての課題であるんだろうなと思っています。 

  ただ、じゃ、松戸市の公文書の中で、そんなすごく歴史的な価値があるものがあるか、と

いうとちょっと疑問なところもあります。例えば、国でいえば、例えば外交文書であるとか、

その文書が作成された当時はトップシークレットだったものかもしれませんけれども、50年、

何十年たって、50年、60年たって公開をするみたいな、そういうこともやっている、これは

日本、アメリカ、諸外国ではそういう例もあるかと思うんですが、ちょっとまだ松戸市レベ

ルのような基礎自治体では、ちょっとそこまではいっていないというのが現状です。 

  なので、ちょっとまとまらないんですけれども、そういう保存年限を過ぎた文書をどのよ

うに保管していくというのは、運用面、あるいは新たな制度を設けるかという意味での一つ

の課題であるなというふうには思っています。 

市場委員 松戸市では実際30年を過ぎたものは基本的に廃棄されているんですか。市のほうで

は。 

教育企画課長 先ほど、30年を過ぎたものは処分することができるということになっておりま

すので、処分をしていると思います。ただ、処分するに当たっては、一応、確か文書担当課、

総務部の総務課だと思いますが、そこに、どんなものを廃棄します、処分しましたよという

のをきちんと届け出るようになっているはずです。 

教育長職務代理者 運用上の課題であるというご発言ですね。30年とした上で、実際にどう廃

棄しているのか、松戸市のほうでは、実際廃棄もしているんでしょうし、その後の保管をど

うできるかというのは、基礎自治体ではなかなかほかには恐らく例はないだろうというとこ

ろですね。 

  戸籍なんかは70年かな。閉鎖した後、70年か何かでなくなるんですよね。住民票は引っ越

しすると５年でなくなるんですよね。肝心なとき、証明書とろうと思うととれない。結構苦

労するんですけれども。なくしちゃうんだったら、もうちょっと何とかとっておけばいいの

にというのを私も仕事柄、年中思ってはいるんですが、今のご説明もありました。 
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  決めてしまえば、これはルールがそうなりますから廃棄をする根拠になりますので、どう

でしょうか、もし、可能なのであれば、ここについては、この場でこの部分を外させていた

だいて、その他について決をとるということで、永年のまま残して、運用上の不具合を調査

をしていただくというようなこと、もしくはこのまま継続して来月、次回に送るかどうかと

いうところですが、どうでしょうか。 

  学務課長。 

学務課長 来月という、１カ月というスパンではなくて、もう少し期間を、時間をいただけれ

ばと思います。改めて、そのときにご提案をさせていただければと、その部分だけですね。

全部じゃなくて、卒業生台帳。 

教育長職務代理者 30年のところですね。 

学務課長 はい。 

教育長職務代理者 わかりました。 

  それでは、慎重なご意見、懸念もいろいろな側面からいただきましたので、先ほど、ちょ

っと説明をしかけましたが、23ページの下の49条の表中というところから、四角、永年、30

年に改めるというところですね。そこを削除。この下の第９号様式はこれはいいんですよね。

自己啓発休業とかのところですから、このまま。それと、あとは26ページのところがそれに

呼応して、49条のところはここに表記しないということになろうかと思います。27ページは

そのまま。 

学校教育部長 改めて、修正提案という形でお願いします。49条の永年を30年に変える部分に

ついては、とりあえずそのまま変えないで、永年のままで、その部分だけを修正提案という

形でご確認下さい。引き続き、情報を提供いたしますので、ご審議を続けていただければと

思いますが、いかがでしょうか。 

教育長職務代理者 ありがとうございます。 

  ご提案の訂正ということで、そのように取り扱いたいと思います。 

  訂正の部分につきましては、よろしいですか。大丈夫ですか。 

  学務課長、大丈夫ですか。誤解のないようにもう一度整理していただきましょうか。 

学務課長 そうしましたら、23ページ、一部を改正する規則の49条表中のというところ、永年、

ここを30年に改めるという部分と、それから26ページ、新旧対照表につきましては、第49条

以下、この部分については削除をしてということで確認させていただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 
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教育長職務代理者 ありがとうございます。 

  これは一部を改正する規則ですから、外してしまえばそこは改正しないと読めばよろしい

ですね。はい、わかりました。じゃ、訂正をさせていただきました。 

  さて、そのほか、よろしいでしょうか。ご意見、ご質問。 

  なければ、議案第52号を採決いたします。 

  議案第52号につきましては、今ほど、学務課長のご説明のとおり、修正をいたしまして決

定することにご異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

教育長職務代理者 ご異議がないものと認め、ご説明のとおり決定をすることといたします。 

  ありがとうございました。 

 ─────────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第５３号 

教育長職務代理者 続きまして、議案第53号「松戸市教育功労者の表彰について」を議題とい

たします。 

  ご説明をお願いいたします。 

  学務課長お願いします。 

学務課長 議案の第53号「松戸市教育功労者の表彰について」ご説明をいたします。 

  松戸市教育委員会表彰規則第２条第１号、多年にわたり学校職員または教育機関職員とし

て勤務し、勤務成績が特に優秀で、他の模範とするに足りる者に対して、教育委員会が松戸

市教育功労者の表彰を行うとございます。 

  つきましては、資料29ページに名簿がございますが、多年にわたり、校長・教頭として松

戸市の教育の振興・発展に努め、その功績が顕著であった者に表彰状を贈呈するものでござ

います。なお、それぞれの校長先生、教頭先生方のご功績につきましては推薦調書に記載し

てございますので、説明は省略させていただきます。 

  ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

教育長職務代理者 議案第53号につきましては、ただいまの説明のとおりであります。 

  これより、質疑及び討論に入ります。 

  いかがでしょうか。 

  13名の先生方ですね。よろしいでしょうか。 
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（「はい」の声あり） 

教育長職務代理者 それでは、ないようでございますので、これをもちまして質疑及び討論は

終結といたします。 

  これより、議案第53号を採決いたします。 

  議案第53号につきましては、原案どおり決定することにご異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

教育長職務代理者 ご異議がないものと認め、議案第53号は原案どおり決定いたしました。 

 ─────────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第５４号 

教育長職務代理者 次に、議案第54号「松戸市スポーツ推進委員の委嘱について」を議題とい

たします。 

  ご説明をお願いいたします。 

  ちょっと入れかえですね、お待ちください。 

  もっと時間がかかると思われていたようで、すみません、最後、ばたばたと進んでおりま

す。 

  それでは、議案第54号について、進めさせていただきます。 

  「松戸市スポーツ推進委員の委嘱について」を議題といたします。 

  ご説明をお願いいたします。 

  スポーツ課長、お願いいたします。 

スポーツ課長 議案第54号、43ページです。 

  「松戸市スポーツ推進委員の委嘱について」でございますが、スポーツ基本法第32条第１

項の規定により、別紙の者を松戸市スポーツ推進委員に委嘱するものでございます。 

  提案理由といたしましては、現在の松戸市スポーツ推進委員の任期がこの３月31日で満了

することに伴いまして、新委員を委嘱させていただくためでございます。 

  次の44ページから47ページに新たに委嘱する予定のスポーツ推進委員さんの一覧を載せて

ございますが、44ページの１番、本庁地区、それから、47ページ、107番、新松戸地区まで

12地区で、合計107名となっております。 

  これらの委員の選定に当たりましては、市政協力委員連合会の各地区長から推薦をいただ

いた方々となっております。 
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  任期は平成28年４月１日から平成30年３月31日までの２年間でございます。 

  次の48ページに参考資料をつけさせていただいておりますが、地区別集計表でございます。

各地区への推薦依頼人数につきましては、合計で123名をお願いしたところ、ご推薦いただ

いた人数は男性71名、女性36名で、合計107名でございまして、現在のところ、依頼した人

数より16名ほど不足しておりますが、依頼人数に達していない地区に対しましては引き続き

推薦のお願いをしているところでございますので、追加の推薦がございましたら随時、委嘱

をさせていただきたいと考えております。 

  以上、ご説明とさせていただきます。よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。 

教育長職務代理者 ありがとうございます。 

  任期満了に伴うものということでございます。ただいまのご説明のとおりでございます。 

  それでは、質疑及び討論に入ります。 

  さて、いかがでしょうか。 

  伊藤委員。 

伊藤委員 ちょっと教えてほしいんですけれども、このスポーツ推進委員は100人以上の方が

おられるんで、いろいろスポーツに関係しているのだろうと思いますが、主にどんなスポー

ツで、どういう人たちを対象にどういう活動をしているのかということをちょっと教えてい

ただけるとありがたいんですが。特にこういう人たちがどういう活動をしておられるのかと

いうのは、例えば、広報まつどとか何かに、たまに紹介されるのかどうかも含めて、私自身、

余りよく知らないので、その辺の広報活動も含めて、ちょっと教えていただければと思いま

す。 

教育長職務代理者 スポーツ課長。 

スポーツ課長 スポーツ推進委員の主な活動ということでよろしいでしょうか。 

教育長職務代理者 そうですね。 

伊藤委員 活動実態です。 

スポーツ課長 スポーツ推進委員の主な活動は地域のスポーツの振興ということで、具体的に

はスポーツ教室、例えば地域住民を対象に、小学校とか公園等で開催、グラウンド・ゴルフ

とかカローリング、ソフトバレー、そういった軽スポーツ関係の実技指導を行っていたり、

あと、地区スポーツ・レクリエーション祭ということで、通常スポレク祭というふうな呼び

方をしておりますけれども、グラウンド・ゴルフを中心に年に１回か３回ぐらいを開催して

おりますが、それらの行事の企画運営を行ったり、また、体育の日を中心に各地区で市民運
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動会を行っているわけですけれども、その運動会の運営、また会場設営、準備運動の指導、

大会の進行等を行ったりもしております。また、関係団体行事への協力ということで、地区

社協とか、町会・自治会、子供会、老人会などの行事の運営協力等も行っております。地域

活動のほかにも、県や市のスポーツ推進委員の各種大会、国や県の研修会、講習会等に参加

をしております。 

  実際のスポーツでございますけれども、カローリング、グラウンド・ゴルフ、野球、ソフ

トボール、バレーボール、バスケットボール、バドミントン、卓球、テニスなど、幅広い種

目となってございます。 

伊藤委員 全部で何種目ぐらいですか。 

スポーツ課長 現在、新委員さんで挙げられている競技数でいきますと19競技です。 

伊藤委員 じゃ、もう１点だけ、ちょっと。 

教育長職務代理者 伊藤委員。 

伊藤委員 今のお話ですと非常にバラエティに富んでいるみたいですけれども、やっぱり小学

校とか、小中、子供たちへの指導が多いのか、あるいはむしろシニアな人たちへの指導とい

うのが中心でしょうか。 

教育長職務代理者 スポーツ課長、お願いします。 

スポーツ課長 基本的に市内各地区単位で選出していただいていますので、地域の行事への参

加が中心となっております。 

伊藤委員 じゃ、一概に小さい子供たちが中心、多いとか、その割とお年寄りの人たちへの何

か指導が多いとかという、そういうことは言えないですか。 

スポーツ課長 そうですね。一概には言えないかと思います。 

教育長職務代理者 地域性があるということを含めて、なかなか実働がわかりにくい。この間、

七草マラソンのときにも皆さんお手伝いいただいていたのがスポーツ推進委員の方がかなり

組織的に動員されてお手伝いされていました。ああいう全市的なものもあるし、あるいは地

区ごとのそういう運動会とか、グラウンド・ゴルフとかといったものもあるというようなこ

とだろうと。 

  市場委員。 

市場委員 今のお話と関連しますけれども、そうすると、活動そのものは各地区の何か合議み

たいなことによって任されているというようなイメージでいいのか、それとも本当に各個人

に任されているとか、その辺のことと、あとは、よくスポーツ推進委員の方、新しく推薦す
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るために、この方はこういうものが得意ですよというような話が出ると思いますけれども、

何か話を聞いていると、スポーツの実技指導というよりは、いろんなイベントの企画みたい

なことが大きいような印象を受けるんですけれども、スポーツ実技が本当に必要なことなの

かと、そうすると思ったりするんですけれども、その辺の実態をもうちょっと詳しく教えて

ください。 

教育長職務代理者 スポーツ課長、お願いします。 

スポーツ課長 スポーツ推進委員につきましては、非常勤の公務員という扱いでございますが、

それらを組織するためにスポーツ推進委員連絡協議会というのが組織されています。その連

絡協議会の中で、年間の行事等を計画立てておりますので。 

市場委員 それは全市的なものですか。 

スポーツ課長 そうです。今回107名ですけれども、その107名が連絡協議会に組織されますの

で、その連絡協議会の中で理事会、総会等で年間の行事を計画を立てて、実行しております。

基本的には各地区単位でそれぞれスポーツ教室を開いたり、地区の行事に指導に当たったり

ということが中心かと思います。 

教育長職務代理者 全市的なイベントのお手伝いばかりではない、企画ばかりではないと、地

区で独自の継続的な活動もしていらっしゃると。 

  松田委員。 

松田委員 お願いします。 

  今までも、途中途中で、スポーツ推進委員の欠員補充というような形で委嘱審議が行われ

てきたわけです。そしてその際、例えば、年齢構成の問題ですとか、男性女性の人数の割合

の問題ですとかが出てきました。そしてその都度、今回のことですが、任期満了に伴う委嘱

が改めて行われるので、そのときに配慮しますというお答えをずっといただいてきました。

今回、この人選に当たって、担当課から依頼を地区のほうにするときに、特に力を入れて、

こういった方々を推薦くださいとか、そういったことがありましたら、お教えいただきたい

と思います。 

教育長職務代理者 スポーツ課長、お願いします。 

スポーツ課長 各市政協力委員連合会の地区長さんのほうに推薦の依頼をする際には、毎回そ

うなんですけれども、推進委員としての資質ということで、社会的信望のある方、またスポ

ーツに関する深い関心と理解をお持ちの方、また知識と体力のある方、熱意のある方という

形で推薦をお願いしているところでございますが、高年齢化のお話があるのかなと思います
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けれども、基本的には、お願いに上がる際に極力お若い方というお話はさせていただいてい

るところでございますが、それぞれ地域の実情で選出していただいた方を選任させていただ

いておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

教育長職務代理者 松田委員。 

松田委員 お聞きしたかったのは、今回、特にお願いしたことは何ですかということなんです。

今までのここでの議論を踏まえて。 

教育長職務代理者 先ほどのできるだけお若い方をというのもあれですか、踏まえてのことで、

おっしゃっていただいているという、先ほどのご答弁からだと、その部分かなと思うんです。

そのほかは特にこういう分野の方をとか、そういった投げかけがあったわけではないでしょ

うか。 

  スポーツ課長。 

スポーツ課長 特に先ほどご説明した内容以外に、選任に当たっての基準、規定というのはご

ざいませんので、何歳以下であるとか、男女の割合とか、そういう規定は特にございません

が、希望としてなるべく若い方ということで、お伝えはしてございます。 

教育長職務代理者 もう20期以上の方が四、五名いらっしゃるようにお見受けします。という

ことは、これ40年ということですよね。本当にご尽力いただいていてあれですが、なかなか

地区ごとの事情というのもありそうですが。 

  武田委員、何かありますか。 

武田委員 本当に今、山田委員がおっしゃったように、10期超えている方が３分の１近いのに

ちょっと驚いているんですが、松田委員もおっしゃったように、以前にもやはり同じような

話が出ていて、努力されてもなかなか難しい実情というのはこの欠員からも想像できるので、

何を申し上げていいのかというのは考えが及ばないんですが、やはり長年に渡って引き受け

ていただいていることに関しては本当にありがたいと思って、決して年齢が高いからとて不

適合ではないと思いますし、それにそったことをきちんと内容としてやっていただけていれ

ば、別段、高齢も何ら問題はないかと私は思うんですが、ただ、入れかえとか、新規の方に

ついては、やっぱりちょっと積極的に考えていかないと、この先のことがちょっと危惧され

るなということだけは毎回思うところですね。 

教育長職務代理者 そのほか。 

  松田委員のご質問も含めて、地域でのスポーツを支える行政のあり方としてどちらに進む

のか、今、本当に地区にお願いをして人員を出していただいているということであり、それ
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が今一番、地域において、継続をする力にもなっていて、一概にこれを否定するものではな

い、だけれども、このままそういう形でお願いをして出していただくという延長線にどうい

う姿が見えるかというところに、何らか教育委員会として、スポーツ課として、何か方向性

として、何か少し投げかけを考えて、姿を考えていかなくちゃならないのかなというような

ところが今ほどのご質問とご意見の中にあったような気がします。これは以前から言われて

いる、簡単なことではないし、人が、供給していただいている地区の仕組みは、ここに至る

までが多分大変だったと思うんです。これやめちゃうと、これまたもう二度とできないんじ

ゃないかというところもありますので、こういう地域の方の善意とご尽力をよい形にするに

も、何か青写真を描きたいなということがご意見の端々かなと思います。 

  伊藤委員、どうぞ。 

伊藤委員 すみません、途中で。最後にもう１点だけ。 

  今回120人近い人たちの推薦をお願いされたわけですが、担当課として、このスポーツ推

進委員のこの制度そのものについて、現状で何かこういうふうにしたいという希望とか、あ

るいは現状で、何か問題点があるのかとか、何かそういう改善点も含めて、いろいろ担当課

で実際にこういう人たちの活動をサポートしたり、実際に掌握されている立場から見て、ど

ういうように考えておられるかというのをちょっとあればお聞き願いたいんですけれども。 

教育長職務代理者 そうですね。まとまった意見じゃなくても、どういう議論がされているか

というようなことでもよろしいのかなと思いますが。 

  スポーツ課長、お願いします。 

スポーツ課長 先ほど申し上げましたけれども、それぞれスポーツ委員さんは、スポーツ推進

委員連絡協議会という組織をつくって、そこで毎月理事会を開催しながらいろいろ検討して

おりますので、そういった中で、問題点等があれば話し合って進めておりますので、その事

務局を私どももやっていますので、推進委員さんと一体となって改善できるものは改善する

方向で、毎月、会議を開いておりますので、特に今現在何が問題かというところはありません。 

教育長職務代理者 伊藤委員。 

伊藤委員 何となくそういうご答弁はわかるんですけれども、じゃ、例えばこういうところは

この一、二年の間によくなって、こういうふうに改善されたとか、何かもう少しちょっと具

体的な例をお聞きしたいんですけれども、何かありませんか。 

教育長職務代理者 その自主的な理事会の中で出てきている意見で、こうしてほしいとか、あ

るいはこうしたとかといったご報告を聞いたかどうか、事務局としてですね。なければない
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ということでしょうし、どうでしょうか。少し、自主的、自主性を重んじている部分もある

というようなことをおっしゃりたいのかなという感じもしますので、そこはスポーツ課がど

こまで指導するかというお話にも絡むのか、そこら辺の雰囲気がわかれば、また意見の。 

伊藤委員 例えば今までこんなことをやっていたんだけれども、皆さんの話し合いでここをこ

ういうふうに改善して、こういうことを今回からやり始めたとか、何かそういう具体的な例

があると、何か頭に入るんですけれども。何か非常に抽象的でわかりにくいので。 

教育長職務代理者 スポーツ課長、お願いします。 

スポーツ課長 今、話題というんですか、なっていますロコモティブシンドロームであります

とか、そういった状況に応じて研修会を開いたりとかということで、その時々の問題とか話

題にあるものを取り上げて、健康体操でありますとか、そういう定期的に研修会等は開いて

進めておるところでございます。 

教育長職務代理者 今、実態としてそういうことであるということで、希望が出た研修会等に

ついては開きながらやっていると。ですから、変える必要があるとか、変わらなければなら

ないということではないという認識で、現場で頑張っていただいているということとお聞き

取りをすればいいのかなというふうに思います。その中で、いろんな点で新しいそういった

研修会等も開いていらっしゃるということです。 

  じゃ、ここから先は意見交換として、伊藤委員のほうでは、やはり何らかそういうような

投げかけというかあれを、市教委としては少し次の世代に向けてやっていったほうがいいん

じゃないかなというご意見ですかね。 

伊藤委員 それもありますね。ですから、ちょっと具体的にどういう活動をこれまでやってい

て、何が問題で、これを行政のほうからお願いして、ここをこういうふうに改善されたとか、

あるいは逆にみなさんのほうからこういう声があって、今までこうやっていたのをこういう

ふうに変えたんですよとか、何かそういう具体例をお聞きできればと思ったんですけれども。 

教育長職務代理者 変化をした点は何かという、その変化は余りそういう意味ではなく、みん

ながバトンタッチしながら担っていっているというのが地域の実情なんでしょう、恐らく。

ですので、それだけに、スポーツ推進委員の未来像といったものについてどこかで議論がさ

れるといいのかなというのが、松田委員からもあったご意見かなと思います。 

  ここにつきましては、スポーツ課が所管でありますので、こういうご意見が出たというこ

とはお持ちかえりいただいて、また課内でご検討の材料にしていただくということかなと思

います。これは何回か出た意見ではあるかもしれません。 
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  もう一言、はい、スポーツ課長。 

スポーツ課長 その事業につきましては、こういった総会で資料であるんですけれども、これ

をちょっと読み上げるとかなりボリュームありますけれども、先ほど言ったスポーツ教室で

ありますとかも、総人数でかなり5,000以上でありますとか、かなりそれぞれの事業で参加

人数もありますので、ちょっとこれを挙げるとかなり細かいんで、後ほど必要であれば、お

渡しいたしますけれども、このそれぞれ年間の事業計画に基づいてそれぞれ各地区、もしく

は市全体で事業を執行しているところでございます。 

教育長職務代理者 生涯学習部長、お願いいたします。 

生涯学習部長 今の伊藤委員のご質問等につきましては、こちらのほうも持ち帰らせていただ

いて、またそういう連絡協議会等あるたびごとにお話をさせていただこうと思っております。

また、今、松戸市のほうもスポーツに関心が多い方たちが非常に多くございます。本当に小

さいお子様からお年を召した方までいろいろな方たちにスポーツのほうに皆さん、ご参加を

いただいておりますので、そういったご意見も大変貴重なご意見といたしまして、持ち帰ら

せていただいて反映をさせていただこうというふうに思っておりますので、ありがとうござ

います。 

教育長職務代理者 役割として市教委が、あるいは市が何ができるのかというあたり、是非ま

た今後深めていきたいと思います。 

  この間の七草マラソンで、海外の選手が来られて国際交流協会で。ああいうときなんかは

やっぱりお手伝いの方も非常に興味を持って、いつもの七草と違う目で、機会に接しられて

おられましたし、やっぱりコラボレーションできるところというのが今後あると思いますの

で、いろんな機会を有効に活用して、また、スポーツ推進委員の方のモチベーションの上が

るようなことも工夫していかなければならないかなというふうに思います。 

  教育長。 

教育長 いろいろご意見ありがとうございます。 

  いつも同じような質問をいただいて本当に恐縮しています。一方で、やっぱり国、このシ

ステムのあり方そのものが、いろんな現状を生んでいるという、システム全体が動きづらく

なっているというと表現は悪いのですが。でも違う言い方をすると、例えば地域の行事もあ

の方たちが中心になっているから開けるというところもあります。ですから、なぜこの年齢

になっているとか、若者たちをどうやって入れるかという提案をする必要があります。シス

テムそのものを変えなきゃいけないとかっていう議論のほうが多分、強くなってくると思い
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ます。では、システムをどこから手を入れたら変えられるかというと、とても大きい問題に

なってきて、地域スポーツ全体の見直し方とか、あるいは体育協会絡みとかというふうに本

当に大きい課題になりかねないという状況を含んでいるというのが正直なところです。とは

いえ、今、出た意見の方向性も探りながら、私たちとしては、恐らく時間はすごくかかる課

題だと思います。その辺を踏まえて、スポーツ課中心に何とか、取り組んでいきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

教育長職務代理者 ありがとうございました。 

  それでは、大体議論も出尽くしたかと思います。 

  これをもちまして、質疑及び討論は終結といたします。 

  これより、議案第54号を採決いたします。 

  議案第54号につきましては、原案どおり決定することにご異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

教育長職務代理者 ご異議ないものと認め、議案第54号は原案どおり決定いたしました。 

 ─────────────────────────────────────────────────  

 

◎議案第５５号 

教育長職務代理者 次に、議案第55号に移らせていただきます。 

  議案第55号「松戸市教育委員会事務局設置及び組織に関する規則の一部を改正する規則の

制定について」を議題といたします。 

  では、ご説明をお願いいたします。 

  教育企画課長、お願いします。 

教育企画課長 それでは、議案第55号「松戸市教育委員会事務局設置及び組織に関する規則の

一部を改正する規則の制定について」ご説明いたします。 

  先月の教育委員会会議におきまして、平成28年度の教育施策基本方針をご了承いただいた

ところでございますが、その中の方針に、子供たちが個性や能力を伸ばすことのできる教育

を進めていきますのうちの、重点の４、将来を見据えた松戸の教育の創造というところがご

ざいましたが、その主な事業といたしまして、教育改革推進のための（仮称）教育改革推進

室の設置というのが挙げられていたかと存じます。これを受けまして、今般、平成28年度の

組織改正といたしまして、教育改革室を新設するものでございます。 

  53ページをごらんいただきたいと存じます。 
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  右側でございますが、第３条の改正案のとおり、教育改革室は、教育企画課に係相当の組

織として設置する予定でございます。また別表に教育改革室の事務分掌といたしまして、教

育行政の諸課題に対応した施策の検討、企画調整等に関することを定めるものでございます。 

  なお、教育改革室の人員配置でございますけれども、教員籍の職員２名と事務職員１名の

３名を予定しているところでございます。 

  以上、簡単ではございますが、ご説明とさせていただきます。 

教育長職務代理者 議案第55については、ご説明のとおりでございます。 

  質疑及び討論に入ります。 

  さて、いかがでしょうか。 

  松田委員、お願いします。 

松田委員 仕事の内容のところ、教育行政の諸課題に対応したという文言がありますが、この

諸というのはどの辺までを指すのか気になっております。といいますのは、この文言をその

まま見ると、全ての窓口になっていくような印象を受けます。けれども、決してそういうこ

とではないだろうと思うのですが、どうお考えでしょうか。 

教育長職務代理者 企画課長、お願いします。 

教育企画課長 松田委員、おっしゃるとおり、確かに教育行政の諸課題に対応した施策の検討

ということですが、何でもかんでもやるのかと、全てやるのかということかと問われれば、

確かに全てやることはできませんので、できません。 

  具体的に、今、想定していることといたしましては、これは３月定例会の本会議の初日に

教育長が施政方針でも申し上げましたが、例えばですけれども、幼保小中高、つまり幼稚園、

保育所から、高校までの連携や一貫教育のあり方、それから松戸独自のコミュニティ・スク

ールの推進、それとか、フリースクールや公立夜間中学などの多様な教育機会の確保といっ

たものに対する検討というのを今のところ想定しているところでございます。 

  確かに、諸課題ということで広くなります。全てやり切れるということではありませんけ

れども、ただ、やっぱりこれからいろんな課題がある中で、余りこれしかやらないという限

定的にも捉えたくはないとは思っています。ただ、何分、３名の組織でスタートいたします

ので、その中でやれることをやっていこうという、そんな意味合いです。 

教育長職務代理者 松田委員。 

松田委員 市民目線でいくと、教育に関して何か相談事なり意見があるといった場合には、全

てここが窓口になるような気がするんですね。それに対して、責任ある対応をとれるかとい
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うと、決してそうではないだろうと思います。ですから、この諸というのをとって、教育行

政課題に対応したという文言ではまずいのか、どうでしょうか。 

教育長職務代理者 そうすると、ここの職務分掌上の文言についてのご意見。 

  企課課長、いかがですか。 

教育企画課長 私どもの捉え方としては、確かに教育行政の諸課題というのは、あくまで行政

上の諸課題という意味合いでございまして、確かに親御さんなりのいろんな教育上の相談事

というのも当然、ある意味、諸課題は諸課題なんでしょうけれども、ここで言う事務分掌と

しての諸課題というのは、行政組織としての諸課題、教育行政を所管する、松戸市教育委員

会としての諸課題というふうに位置づけておりますので、特に相談業務については想定はし

ておりません。 

  ただ、当然、教育企画課というのは、例えば、この問題はどこに問い合わせすればいいん

だろうかというふうな部分のいろんな問い合わせ等はありますので、そこら辺についてはき

ちんと私どもは交通整理をして、私どもで対応できないものはきちんと交通整理して、適当

な部署につなげていくということはしていきたいというふうには思っております。 

教育長職務代理者 そうすると、今のご質問の中の教育改革室は、いわゆる個別の問題につい

てということよりも、個別のそういうご相談等については対応しないということでよろしい

わけですね。 

教育企画課長 はい、そのとおりでございます。 

教育長職務代理者 というところで、少しそこを整理した上でいかがですか。よろしいですか。 

松田委員 そういうことであれば、市民にわかるように説明をいただきたいなと思います。何

かこの文章から見ると、言葉は悪いですが、屋上屋のようなニュアンスが見えてきて、また

何か新しいことを同じような組織をつくってやるのかと見えなくもありません。その辺をき

ちんと説明をいただければありがたいと思います。 

  以上です。 

教育長職務代理者 なるほど。そうすると、今までこの部分というのは、じゃ、誰がやってき

たのかということで、ご質問をちょっと変えるといかがでしょうか。 

  企画課長、お願いします。 

教育企画課長 どうしても事務の事務分掌というのは、ある程度、ちょっと抽象的な表現にな

らざるを得ないので、そういうご指摘もあろうかと思いますが、基本は教育行政の諸課題に

対応した施策の検討、企画、立案、調整ということになりますので、具体例は幾つか申し上
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げましたが、そういうことについて組織横断的に対応する組織を設けるということでござい

ます。 

  これまではということなんですけれども、これまではというか、平成25年度に組織改正を

いたしまして、松戸市全体として本部制が廃止され、企画管理室というのがなくなりました。

そういう形で教育委員会も２つの部に分かれたんですけれども、それをつなげる組織として、

のがなかなかうまく、教育企画課がその役割を担っていたんですけれども、十分に機能して

いけなかったという反省もあります。特に今挙げた、ただいま具体的に想定している検討事

項ということで挙げましたが、今の教育行政の諸課題というのは生涯学習部だけ、学校教育

部だけで対応できるものというのはなかなかございませんし、ましてや、市長部局ともきち

んと連携を図っていかなきゃいけないという中で、やはりその窓口といいますか、それぞれ

いろんな関係する部署の間に立ってきちんと調整できる機能を持たせたいというのが私ども

の狙いでございます。 

  以上でございます。 

教育長職務代理者 ありがとうございました。 

  そうすると、教育企画課を中心に各課で担ってきた、検討してきたことを、ここに横断的

な組織をつくったということのご説明だったように思います。 

  さて、いかがでしょうか。 

  市場委員、どうぞ。 

市場委員 松田先生と同じように、多分、今までここに書いている文言のことは恐らく企画課

がやっていたんだろうなと想像して、それで、新しくこういうのをつくって、具体的にさっ

き、幼保一体とか、コミュニティ・スクールとかというのがあったので、なるほどなという

ふうには、多分、そういうことを本当に具体的、多分、ここ数年で起こるだろうと予想され

る課題をまずは対応する、専門的に対応する部署なんだろうなという想像と理解をしました

ということです。 

教育長職務代理者 そのほか、いかがでしょうか。 

  伊藤委員、どうぞ。 

伊藤委員 教育改革室というのは、室長という方がおられて、ただ、その室長は、教育企画課

長の指揮下にあるというふうに理解してよろしいわけですか。 

教育長職務代理者 企画課長。 

教育企画課長 はい、そのとおりでございます。室ですので室長は設けます。それで、先ほど
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申しましたように、教員籍の職員２名、事務職員１名の３名でありますが、教員籍の職員が

もし、これちょっとこれからの人事異動の絡みもありますけれども、室長という形で課長補

佐相当職が入ってもらえる、課長補佐相当職で室長というふうに考えています。 

伊藤委員 じゃ、おっしゃられた３名というのは、兼任ではなくて、全くこの室の実員として

と理解してよろしいでしょうか。 

教育企画課長 はい、兼任ではなく、専任職員を３名配属いたします。 

教育長職務代理者 よろしいでしょうか。 

  という背景、何らかの背景があってこういう形になってきたものと思います。 

  また動き出したらいろいろと議論の中で、大変重要な長期的な、中期的な課題もたくさん

あると思いますので、お世話になると思いますが、よろしいですか。 

  教育長、何かコメントいただけますか。 

教育長 今のご意見といいますか、質問を聞いて、聞いて、ああ、なるほどなと思いました。

実は教育企画課になった段階で、この課の位置づけというものは教育委員会内ではすごく曖

昧になっていた部分があります。教育委員の皆さんは、こうやって毎月議論されているから、

企画課が調整とか、信号機の役割をもうちゃんとやっているなというのはおわかりいただい

ていたわけですけれども、実際は、教育課のルーティンの中にそういう文言というのは余り

なくて、それを明確にしたという意味合いもあります。 

  その辺を明確に出して、その中でより方向づけといいますか、どの課がどういう仕事を、

例えばコミュニティ・スクールなら、コミュニティ・スクールに関して、どの課がどういう

仕事をやらなきゃいけないという部分をきちんと道筋をつくる部屋というか担当というふう

に思っていただければ、これまでとのつながりがおわかりいただけるかなというふうに思い

ます。 

  よろしくお願いします。 

教育長職務代理者 ほか、よろしいでしょうか。 

  ないようでございますので、これをもちまして、質疑及び討論を終結といたします。 

  それでは、議案第55号を採決いたします。 

  議案第55号につきましては、原案どおり決定することにご異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

教育長職務代理者 ご異議がないものと認め、議案第55号は原案どおり決定いたしました。 

  本日予定していた議題は以上でございます。 
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 ─────────────────────────────────────────────────  

 

◎その他 

教育長職務代理者 その他に移ります。 

  事務局より報告は何か。特にはなし。 

  何か委員の中からご報告。 

  幼児教育、家庭教育のパンフレットというものができましたので。 

  そのほかは。研修は先月やったんでしたっけ。ご準備いただいていますか。 

伊藤委員 はい。 

教育長職務代理者 ５分。 

伊藤委員 ３分でもいいですか。 

教育長職務代理者 はい、３分ぐらいでそれでは。その後にちょっとこれのご報告をまたいた

だきますので。 

  それでは伊藤委員から、恐縮です。この冬の間の研修について。佐倉の件ですかね。 

伊藤委員 佐倉だけでいいですか。 

教育長職務代理者 佐倉にしますか。それとも文科省。 

伊藤委員 文科省も私。 

教育長職務代理者 じゃ、文科省からいきましょう。 

  文科省の研修、これは１月に行われた部分です。４名ご出席でした。 

伊藤委員 まず、１月13日に行かせていただいた研修の小中一貫教育についての分科会です。

なぜ今それが求められているのかということで、文科省のまさしく小中一貫を担当している

担当の人からかなり的確かつ簡潔な説明がありました。 

  それで、現在の取り組み状況は全国で1,130件あって、その評価としては、全体として

87％がそれなりの成果が認められているという高い評価で、小中連携、一貫が求められる背

景、これは先般、松田先生のほうから説明があったのとほとんど変わりません。子供たちの

発達が非常に早期化してきているということで、これまでの小中の分け方ではいろんな問題

が起こってきていると、それが典型的にあらわれているのが、中１ギャップの対応であると

いうことで、このとおりでございます。 

  あと、社会性の育成機能がかなり低下しているので、それを強化しなくてはならない。そ

れは三世代世帯数が減少したり、ひとり親の世帯がふえていること、共働き世帯が増加とい
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うことで、いろいろな社会をとのかかわり合いが以前に比べて非常に少なくなってきている

ということが原因です。それにこれらを学校単位で単体でやることには限界があるという、

いろんな背景が説明がありました。 

  それで、小中連携の一貫教育の典型的な取り組みということで、いろんな取り組みが考え

られますが、学年段階の区切りを見直したほうがいいんじゃないかということで、中１ギャ

ップを緩和するために移行期間を設けるということで、中学校的な指導を小学校の主に５、

６年生に段階的に取り入れたり、あるいは人間関係が急激に変化するのを緩和するいろんな

取り組み、小学校の高学年と中学生１年生の合同行事であるとか、小学校高学年の先生が引

き続き中１も担当するとか、そういった連携する取り組みが実際に行われているということ

です。あるいは異学年交流、これは４年生と９年生、６年生と９年生といったような、ちょ

うど間を幾つか挟んだような学年交流をやったりして、お互いの意思の疎通をよくするよう

にしようと、また、教職員の相互の交流というか、こういういろんな取り組みが完全な小中

一貫学校ができなくても、今のままでもやれるということで、いろんな取り組みが行われて

いるし、やっぱりこういうことをぜひやっていっていただきたいということでした。私の受

けとめ方としては、松戸市のほうもある意味これに近いような形で、現在、特にモデル校と

して一部の学校で進められようとして、方向としてはいいのではないかなというふうに感じ

ました。 

  次に、２番目の、これは佐倉で１月27日に行われた研修ですけれども、これはいじめ問題

に対応するものだったんですけれども、その講師が元裁判官で、現在は大学の教授というこ

とで、若干法律的な側面を中心に話がありました。 

  最初の学校、児童等を取り巻く環境の変化というのは、これは特に前段として話があった

だけなんですけれども、ちょっと興味深かったのは、貧困率がＯＥＣＤの中でも日本は下か

ら４番目であるとか、あと大学進学率もＯＥＣＤの平均以下であるという指摘がありまして、

これらは私の実感としては、少し認識とはずれていたんでおもしろいなと思いました。 

  まず、いじめの定義はこれは皆様ご存じのとおり、平成26年に法律ができて、いじめ防止

対策推進法の中による定義では３つのキーワードがあって、一定の人間関係があること、そ

れから心理的、また物理的な影響、心身の苦痛という、そのいじめの定義の中に含まれてい

る３つのキーワード、それを理解してほしいということでした。 

  それから、学校と児童との法律関係なんですけれども、学校に行っている児童、学校との

関係でいうと、これはもう学校側の公権力の行使に当たるということで、最高裁の判例は、
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一部を除いて幅広く学校側の公権力の行使というのを広く容認している、そういう傾向があ

りますということです。学校側の、学校側というか、先生、学校両方ですけれども、児童等

に対する安全配慮義務があるわけですね。安全配慮義務というのは、教師は学校における教

育活動によって生ずるおそれのある危険から、児童などを保護するという義務を負っている

ということです。それを怠った過失としては結果予見義務違反というのがあるということで、

結果予見可能性の判断基準としては、教師が子供たちの中での暴力事件等を現認していた場

合であるとか、実際、見て知っていたという場合であるとか、あるいは、被害者などからい

じめの申告があった場合であるとか、被害者の不審な態度があった場合等については、その

結果を予見する義務があるというふうに思われる、考えられるということです。したがって、

それに対する対策としては、組織としての対応が問われるので、早く学校内でほかの先生、

あるいは教頭、校長先生に相談をすることなどが大事であるとか、特に具体的には、いや、

あれはじゃれあっていたんだと思いましたといったような抗弁は認められない可能性が大き

いということでした。それから、あと、不登校というのは、もうこれはいじめが理由だとい

うふうに思ったほうがいいということです。 

  結果を予見する義務のほかに、結果を回避する義務があるということで、それの義務違反

に問われることもありますということでした。従って、加害児童等や被害児童等に対して継

続的に行動を観察して、適宜指導していくということも求められますということです。義務

違反の因果関係としては、教師の過失と損害との間に相当因果関係があることが当然ながら

必要であり、また、親などの落ち度がもしあれば相殺されるということで、損害賠償請求を

受けた場合、一定額が減額されることがありますということです。 

  これまで裁判所等で判例があるんですけれども、学校側の過失をどう認定したかというこ

とでは、予防面では学校側で事前のいろんなマニュアルをつくるとか、研修を行っていると

いうような対策がとられていることが一つの点として重要であるということでした。それか

ら発見ということでは、いじめを察知できるように先生が児童等とうまくコミュニケーショ

ンできているのかとか、児童等の言動のきめ細かい観察が行われているのかということが大

事であると、それから対処としては、報告・連絡・相談のいわゆる「ホウレンソウ」といい

ますけれども、それが必要、必須であると、特に先生の、何かその先生は、講師の方は、特

に若い先生方に多いとおっしゃっていましたけれども、自分の評価が下がるのを恐れて上の

人に相談しなかったというようなことがよくあるので、もうとにかく相談をするということ

が大事であるということでした。それからその自分のクラスの児童でも、ほかのクラスの先
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生とか、あるいはクラブで活動していることもあるので、クラブ顧問の先生を含めたそうい

う組織的な対応が必要である、だから継続的に観察していくというようなフォローアップと

いったようなこととか、どういう改善措置をとったとか、組織的な見直しを行ったというこ

とは、必ず被害児童の親に伝達をするということは非常に大事であるというようなお話があ

りました。 

  最後に、裁判所は学校側の注意義務を非常に厳しく見る傾向にあるので、こういったよう

な特に学校のいじめというような問題については、先生方も十分注意してほしいということ

でした。 

  以上です。 

教育長職務代理者 ありがとうございました。 

  まとめていただきましたので、また、ご質問等あれば、改めて。 

  それと、あともう１つ、今報告として、私も出席させていただいたんですが、この幼児教

育のパンフレットができたということで、川島隆太先生の講演会が２月27日にありまして、

聞いてまいりました。 

  話が上手で、大変おもしろいので、そういった意味でも聞かせる先生でございまして、内

容については、ごく当たり前のことではあるんでしょうけれども、脳科学的にというか、科

学的なアプローチから、教育論じゃなくて、アプローチからもう証明されているんだ、ある

いは証明されつつあるんだということで、睡眠の大切さ、それから朝御飯の大切さ、また、

テレビとスマホの影響、１日のうちのテレビ、スマホの時間は１時間以内にしなさいという

ようなことを非常に整然と楽しくお話をされました。集まった方も教育関係者の方が多数い

らっしゃいましたけれども、一般のお母様もいらっしゃったというふうなことで、今後、ま

たこの幼児教育については、松戸市のほうで展開していく基本となるパンフレットであろう

ということでございます。 

  パンフレットについては、教育長、何か補足は。 

  生涯学習部長。 

生涯学習部長 今、今回２月27日につくらせていただいたパンフレットでございまして、今後、

これにつきましては、保育所、それから小学校、それから幼稚園等に配布をさせていただき

まして、また、ＤＶＤ化も今、今回の予算のご審議をいただいているところでございますの

で、こちらにつきましては、子ども部と一緒に市庁部局とあわせて、一緒にこの事業の展開

を進めさせていただこうと思っております。 
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  こちらにつきましては、川島先生の本当に貴重なご講演をいただきまして、多くの皆様か

ら大変ご好評をいただいたものでございます。これについては、本当に先ほど申し上げまし

たように、28年度も引き続きこちらのほうのパンフレットを含めて、幼児教育の推進に、子

ども部とあわせて一緒に進めさせていただこうというふうに思っておりますので、今後とも

教育委員の皆様もお力添え、また頂戴したいと思いますので、よろしくどうぞお願い申し上

げます。 

教育長 ありがとうございました。 

  今も伊藤誠委員からの最初の説明にあったように例えば、子供の貧困とかというものが、

松戸市に住んでいると余り危機感というのがない方も多くいらっしゃるんだと思いますけれ

ども、現状としては、松戸市は危機感を持たなければいけない状況です。なので、幼児教育

や家庭教育の部分に切り込んでいかないと、要するに義務教育の段階ではもう遅いという状

況なので、去年から、26年度からとにかく準備をしようよということで、やっと本年度この

パンフレットができ上がりました。 

  生涯学習推進課の説明だと、全国の自治体では初めてと言っていました。こういうパンフ

レットをつくる、幼児教育に切り込んでいく、もう１つ、来年度は、産婦人科の方々に協力

していただいて、母子手帳と一緒にこれを配る、部長から説明のあったＤＶＤは、できまし

たらというか、並行して、小学校には家庭教育学級、そして幼稚園、保育園にもそのＤＶＤ

を使って、担当課が講習などを行ってどんどんこの考え方というのを皆さんにわかってもら

って、教育の部分の底上げをしたいといいますか、基礎をこれで固めていきたいなという、

そういう思いが詰まっているものです。ということで、よろしくお願いします。 

教育長職務代理者 私がたまたま聞けたからなんですごい売り込んでいるんですけれども、今。

これ、私、家庭教育大事大事だって、何年も言い続けてきて、自分の家庭を差しおいて言っ

ているんですけれども、僕はもっと道徳的なことを家庭教育でやるのかなと、挨拶をちゃん

とやりましょうとか、朝早く起きましょうとかいうことを、そういうようなルールづくりを

みんなで共通項としてやるようなイメージでいたんですけれども、これは非常に合理的で、

科学的で、そのアプローチが将来の学力とか、ひいては将来の収入にまで影響するだという

ことを論理的に整理されております。説得力という意味では、もう全く違う次元のものが出

て、こういったことを経済の程度はどうであれ、みんなでやっぱり気をつけるというような

ことに非常に力点が置かれたというのは画期的なことだろうと、これは全市で取り組むとい

うことも情報提供するというのも、画期的だろうというふうに思っております。 
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  ぜひ、推移を見守りたいなと思います。 

  市場先生、何かご意見ありませんか。 

市場委員 いや、特に。さっき教育長、言ったように、やっぱり貧困の問題というのはかなり

大きくかかわっているなという気はして、そこはこの教育委員会だけで何とかなる話でもな

いし、それこそ総合教育会議で、話、意見交換はとにかくしたい問題だなという気はしてお

ります。 

教育長職務代理者 ありがとうございます。 

  以上、追加でお話をいただきました。 

  そのほか、何かご報告ありますか。 

  武田委員。 

武田委員 お手元に配られているシンポジウムの報告書があると思うんですけれども、昨年の

11月に行われた、開いていただきましたシンポジウムのようやくその記録ということで、つ

くっていただきました。委員さん初め、各所にご報告というものをつくらせていただきまし

た。 

  内容はもうそのときのままなんですけれども、いま一度これをもって関心を持っていただ

くということと、あと取り組みが随分、デジタル美術館であるとか、21世紀の森とホールの

個展であるとか、きちんと遂行されているものも多いので、そういったものを見守りつつ、

どうしていったら具体案がもう少し遂行できるのかということを委員さん方もご意見いただ

ければ嬉しいと思っております。一つの機会として読んでいただければと思います。 

  以上です。 

教育長職務代理者 ありがとうございました。 

  本当に全体の記録ということで、これお金をかけていない感じが。 

武田委員 そうなんです。 

教育長職務代理者 ご努力を感じる。 

  本当に美術に関しては、機会がまたあると思いますので、ぜひ、ご一読をということで。 

  そのほか、よろしいでしょうか。 

  それでは、以上で終わりまして、議事進行を教育長にお戻しいたします。 

教育長 ありがとうございました。 

  これで、本年度の定例会議は最後になりますけれども、終わることになります。 

  本年度は新しい教育委員会システムが初めて、総合教育会議で何度も何度も、本年度は教



－４４－ 

育大綱を議論していただいただけで終わってしまったんですけれども、27年度はいずれにし

ましても、いろんな試行錯誤の年、私たちとしてはいろんな新しいシステムを試してみなが

ら、皆さんの反応を見ながら、次をどうつくろうかなという、そういう年になったような気

がします。いずれにしましても、これまでにはない方向性とか内容での議論は多かったので、

いろいろ助けていただいてありがとうございました。 

  それでは、次回の教育委員会会議の日程について、来年度になるんですけれども、事務局

のほうでお願いします。 

教育企画課長 それでは、平成28年４月定例会の日程でございますが、平成28年４月７日木曜

日午後２時から、こちら５階会議室で開催されてはいかがでしょうか。 

教育長 よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

教育長 それでは、確認いたします。 

  平成28年４月定例教育委員会会議は、平成28年４月７日木曜日午後２時より、教育委員会

５階会議室にて開催いたします。 

 ─────────────────────────────────────────────────  

 

◎閉 会 

教育長 以上をもちまして、平成28年３月定例教育委員会会議を閉会いたします。 

  ありがとうございました。 

 

閉会 午後 ４時９分 

 

 この会議録の記載が真正であることを認め署名する。 

 

 松戸市教育委員会教育長 

 

 松戸市教育委員会委員 
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